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政
府
の
「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
」
は
５
月

16
日
、「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
の
指
針
」
を

ま
と
め
た
。
構
造
的
な
賃
金
上
昇
を
掲
げ
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
に
よ
る
能
力
向
上
支
援
、
企
業
実
態
に
応
じ

た
職
務
給
の
導
入
、
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
円
滑

化
を
中
軸
に
据
え
た
。
職
業
教
育
に
対
す
る
支
援
充

実
や
転
職
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
制
度
の
見
直
し
を

通
じ
て
生
産
性
の
高
い
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を

促
し
、
マ
ク
ロ
全
体
の
賃
金
を
底
上
げ
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

﹁
労
働
者
主
導
﹂
の
労
働
市
場
流
動
化
が

も
た
ら
す
効
果

今
回
示
さ
れ
て
い
る
労
働
市
場
改
革
の
特
徴
で
あ

り
評
価
す
べ
き
点
は
、「
労
働
者
主
導
」
の
労
働
市

場
流
動
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。「
労
働

市
場
の
流
動
化
」
は
、
解
雇
規
制
の
緩
和
な
ど
企
業

が
主
導
す
る
か
た
ち
で
の
流
動
化
が
論
じ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
企
業
に
よ
る
解
雇
な
ど
に
起
因
す
る

離
職
に
よ
っ
て
、
高
い
賃
金
・
生
産
性
の
業
種
や
職

務
へ
の
労
働
移
動
が
起
こ
る
保
証
は
な
い
。
不
況
期

で
あ
れ
ば
か
え
っ
て
低
生
産
性
業
種
へ
の
労
働
移
動

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。
賃
金
上
昇
に
直
結
す
る

の
は
、
労
働
者
側
が
よ
り
良
い
待
遇
を
求
め
て
行
う

労
働
移
動
で
あ
る
。

労
働
者
主
導
の
労
働
移
動
が
賃
金
上
昇
に
重
要
な

意
味
合
い
を
持
つ
理
由
の
一
つ
は
、
政
府
が
説
明
す

る
よ
う
に
、
成
長
産
業
へ
の
労
働
移
動
︱
低
生
産
性

産
業
か
ら
高
生
産
性
産
業
へ
人
材
が
シ
フ
ト
す
る
こ

と
で
マ
ク
ロ
経
済
全
体
で
の
生
産
性
や
賃
金
を
引
き

上
げ
る
効
果
で
あ
る
。
一
方
で
、
よ
り
重
要
な
パ
ス

は
、
労
働
者
に
よ
る
主
体
的
な
離
職
が
企
業
の
労
働

者
待
遇
改
善
競
争
を
生
む
経
路
だ
。
多
く
の
労
働
者

が
よ
り
良
い
待
遇
を
求
め
て
別
の
企
業
に
移
る
、
と

い
う
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
待
遇
の
低
い
企
業
は
人

材
を
自
社
に
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
の
賃
上
げ
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
マ
ク
ロ
全
体
の
賃
金
上

昇
圧
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

実
は
コ
ロ
ナ
前
ま
で
労
働
者
主
体
の
労
働
移
動
は

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
背
景
に
は
人
手
不
足
が
あ
る
。

実
際
に
人
手
不
足
が
多
く
の
企
業
に
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
下
に

お
い
て
、
転
職
者
数
の
増
加
が
続
い
た︵
２
０
１
３

年
２
₈
₇
万
人
↓
２
０
１
₉
年
３
５
３
万
人
：
総
務

省
「
労
働
力
調
査
」︶。
ま
た
、
転
職
理
由
と
し
て

「
よ
り
良
い
条
件
の
仕
事
を
探
す
た
め
」
を
挙
げ
た

数
も
増
え
た︵
２
０
１
３
年
94
万
人
↓
２
０
１
₉
年

１
２
₇
万
人
︶。
図
表
で
は
厚
生
労
働
省
の
「
賃
金

構
造
基
本
統
計
調
査
」
を
用
い
て
、
転
職
者
な
ど
を

含
む
と
考
え
ら
れ
る
勤
続
０
年
者
の
賃
金
と
長
期
勤

続
者︵
定
義
は
図
表
注
釈
参
照
︶の
賃
金
の
比
の
推
移

を
み
て
い
る
。
値
は
２
０
１
０
年
代
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
期
以
降
に
上
昇
し
て
お
り
、
勤
続
０
年
者
の
平
均

賃
金
が
長
期
勤
続
者
の
平
均
賃
金
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
過
去
の
日
本
で
は
、
年

功
序
列
体
系
賃
金
の
日
本
型
雇
用
慣
行
の
も
と
で
長

期
勤
続
者
が
優
遇
さ
れ
る
た
め
、「
転
職
す
れ
ば
年

第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査
部
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

星ほしの
野
卓たくや
也

構
造
的
賃
上
げ

│
実
現
の
た
め
の
₃
つ
の
条
件
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分厚い中間層の形成に向けて特集

収
が
減
る
」
と
い
う
現
象
が
常
識
と
な
っ
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
０
年
代
以
降
に
生

じ
た
人
手
不
足
の
経
済
環
境
は
、
企
業
に
よ
る
中
途

採
用
の
ニ
ー
ズ
を
高
め
る
こ
と
で
、
転
職
者
の
待
遇

を
改
善
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。「
構
造
的
賃
上
げ
」

が
目
指
す
、
労
働
移
動
を
通
じ
た
賃
金
上
昇
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
徐
々
に
起
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

持
ち
上
が
る
。
こ
れ
は
一
面
で
は
正
し
い
の
だ
が
、

生
産
性
上
昇
と
賃
金
上
昇
は
一
方
向
の
因
果
関
係
の

み
で
は
な
く
、
逆
の
因
果
も
存
在
す
る
。
賃
金
上
昇

が
先
行
す
る
か
た
ち
で
生
産
性
上
昇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
企
業
に
与
え
る
、
と
い
う
経
路
だ
。
人
件
費
が

高
ま
る
こ
と
で
、
企
業
は
省
力
化
の
た
め
の
設
備
・

Ｉ
Ｔ
投
資
や
よ
り
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
移
行
等
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
賃
金
上
昇
は
雇

用
／
設
備
投
資
の
相
対
価
格
を
変
化
さ
せ
、
設
備
投

資
を
行
っ
て
労
働
生
産
性
を
高
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
増
大
さ
せ
る
。
構
造
的
賃
上
げ
実
現
の
た
め
の

第
３
の
条
件
は
、
企
業
が
賃
金
上
昇
に
対
応
す
べ
く
、

労
働
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
投
資
・
ビ
ジ
ネ

ス
再
編
な
ど
を
積
極
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

際
政
府
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
省
力
化
の
た
め
の
設

備
投
資
、
研
究
開
発
の
支
援
や
高
付
加
価
値
の
ビ
ジ

ネ
ス
転
換
・
企
業
再
編
に
対
す
る
支
援
で
あ
ろ
う
。

賃
金
が
上
昇
し
て
く
れ
ば
、
そ
う
し
た
支
援
策
に
対

す
る
企
業
の
ニ
ー
ズ
は
従
来
よ
り
も
高
ま
っ
て
く
る

可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
３
つ
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
時
、
構
造
的
賃

上
げ
と
と
も
に
日
本
経
済
が
長
年
求
め
て
き
た
経
済

の
好
循
環
が
実
現
す
る
道
筋
が
開
け
る
。
目
下
、
２

０
２
３
年
春
季
労
使
交
渉
で
は
多
く
の
企
業
が
大
幅

な
賃
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。
22
年
度
の
設
備
投
資
は

96
・
５
兆
円
と
過
去
最
高
水
準
に
到
達
、
23
年
度
の

設
備
投
資
計
画
も
堅
調
さ
を
保
っ
て
い
る
。
経
済
の

好
循
環
の
芽
は
着
実
に
育
っ
て
い
る
よ
う
に
映
る
。

３
つ
の
条
件
に
沿
っ
た
政
策
を
通
じ
て
こ
の
流
れ
を

継
続
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
経
済
政
策
に
お

い
て
最
も
重
要
な
視
点
と
い
え
よ
う
。

経
済
の
好
循
環
の
芽
を

着
実
に
育
て
る
に
は

賃
金
上
昇
を
本
格
的
な
も
の
に
す
る
た
め
の

第
１
の
条
件
は
、
好
景
気
の
継
続
に
よ
っ
て
一

定
の
人
手
不
足
環
境
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
だ
。

第
２
の
条
件
は
、
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
伴
う

労
働
移
動
を
行
い
や
す
く
す
る
制
度
改
革
だ
。

前
者
は
主
に
財
政
・
金
融
政
策
、
後
者
は
労
働

市
場
改
革
の
役
割
で
あ
り
、
双
方
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
。
人
手
不
足
を
通
じ
た
転
職
環
境

の
改
善
が
な
け
れ
ば
、
労
働
移
動
を
促
す
改
革

は
効
果
を
発
揮
し
な
い
。
制
度
改
革
に
よ
る
転

職
の
活
発
化
は
、
企
業
の
人
事
制
度
改
革
な
ど

を
通
じ
て
人
材
獲
得
競
争
を
促
す
こ
と
に
も
な

る
。さ

ら
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
継
続
的
な
も
の

と
な
り
「
構
造
的
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
に
な
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
の
条
件
が
あ

る
。
マ
ク
ロ
で
み
れ
ば
実
質
賃
金
は
労
働
生
産

性
と
労
働
分
配
率
の
掛
け
算
だ
。
企
業
が
労
働

分
配
率
を
無
限
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
以
上
、
賃
金
上
昇
が
継
続
的
な
も
の
と
な
る

た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
を
伴
う
必
要
が

あ
る
。

こ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
「
生
産
性
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
賃
金
は
上
が
ら
な
い
」
と
の
議
論
が

図表 性・年齢別・勤続０年者賃金/長期勤続者賃金の推移（フルタイム労働者）

（注）長期勤続者を「勤続10～ 14年の30～ 34歳」「勤続15～ 19年の35～ 39歳」「勤続20～ 24年の45～ 49歳」「勤
続25～ 29年の45～ 49歳」とし、同年齢階層の勤続0年者との所定内給与額の比をみている

出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」から第一生命経済研究所が作成
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